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分析結果報告書（副）

分析件名 黒錯の重fr比分析

方法： 重拮測定

内容

試料： 2F 会諾・全内 FCl!-Kl 2-(ll {)1 横夭井

内錆スケール

採取 H ：平成 28 年 12 月 l9 日

湿水配管 (20A)

計 1 点

報告再Nu. MST-f 6-fiJ0105 

件につ＼ヽて d) ご質間は

TMG 篠原秀朋 (sh i nohara細s t. or. jp 
K B lリ噸沙耶仕 (Kawase@ns t. or. jp) 
士～｀つお問い合わせください、

折に関する情報につき上しては

義務を厳守致します3
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].目的
—` 

緒中山黒錆を堵製し、態呈比を求めるこど

試料名 。 2F 会議室内 FCl.-KI-2-Cl!-01 横天井展 温水配管t20が 内錆スケー 1し

採取日：平成 28 年にti l9 日

試枠構造：鉄鋳扮体

物件名 ：関西国際空港 抗空保安受配電所

物（牛住所．，ぃ·阪府泉佐野吉泉・｝卜空港北j

試料数 ：軒 l 点
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3. i艮I濱翌這

送付 L 、ただきました試料iこ下記の処理を施した後、ご提示し 1ただし、た手順ぽ9、 O])

：こび、‘つとって測定を行＼ヽました §.、すの嘩り返し回数は試料状態，＇こより増加させまし
・と、
，＇一t

・試料を気鉢で軽く杓砕し、 デシケーター内で 3 ゎ聞放t習しました

•I:＇，鋳訳料捨体をふるし、 (100 ｵ m 程度） iこf.1 ）：ナる

,,:`• 100m」ピーカー： ：ふるし、を通適した訳利約(). 5gを花確にf平呈 (4 数点以f惰•第 4 位

まで計測できる天秤使用）する

③培製7.X 3(lml を加え、 100ml ピーカー、ー＇と超音波釦争に 30 秒か，する

で
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100ml ピーカー底：こ磁石 {:3000G 程度）を付培本せて、

澄み液を 200ml ピーカーに移す

手板り：こ！； ；）攪拌した後上

⑤上記③～ふ）0）操作を 3 回繰り返し行なう，

怠＇ 卜澄み液を集めた 200ml l-.: ーガー底に磁ビを付苦させて、

後、上澄み液を捨てる．

ニ振りにより攪拌した

200ml ピーカー底に残った黒錆を少且の桔製水で 100ml ビーカーに戻すーこ

g、上記③～⑦の操作を 5 回繰り返し行なう一

⑨上澄；ら液を除し，た精製黒錯にメタノーJ

を付普させて手振り：こより捲拌した後、

返し行なう、

5m] を郡え、 100m1

上澄互液を捨てろ

どーカーの底に滋石

こ er)操作を 2 回繰~)

⑲真空乾燥機で l00ml

尿を正確に測り取る

/jl 1 恵塁比を計算すろア 黒錆重旦比＝桔製里錆直兼(g)／錆試料頂呈(g) :,-100 (~) 

ピーカーごとi岐宅乾燥直綽i9~30 分）し，精製黒錆（Tー）乾燥重

·う”
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分折結果を表］にまどめ主ナ

表 l 黒錆誤品比測定結果

試料名 測定結果1]I 毎告値 Iり
I I I 

(F l 5, 1 6 
汗会議室内 FCl.-KJ -2-()]-01 横天井夷

I 

! I 
しI —— 

湿水配管 (20A) 内鋳スケー．IL. ' I 仁ビ ➔, 69 4.9 

採取日：平成 2~ 年i 2 村］ 9 『 ' I 

I 平均 4 93 l 
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分析結果報告書（副）

分析件名 黒錆I})頂屈比分

方（土 庫基測定

内容

試料： 2I` 会峨室内 Fl`l1-KJ-:-tll-tl1 横天井

内錆スケール

採取日 平成 29 年 1 月 2 i H 

温水配管心叫）

計 1 点

報告書No. M S T - 1 7 -5 l () () 0 :1 

・イ叩こつし｀てのご質問『

TM(] 篠原秀明 (sInnoharat船ms t. or. jp) 
KB  川瀬沙耶佳＼kaW3se細s t. ()r. Jp) 

上でお問し、合わせくだ

分析に関する情報につき主しーーは
守秘義務を厳守致し長十
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l.目的

蹟中の里錆を楕製し、東旦比を求めることこ

2．試料概堅

試知名 ： 2F 会睛宰内f•"(`l'•K J・ 2-0l -(l i横天井擬 温水配管 (2位） 内錆スゲール

採取 H ：平成 29 年 4 月 27 巳
試料楷造：鉄錆粉 'L,

物件名 ：関西国際空港 統空保安受配竜所

物件住所・大阪府泉佐野市泉小叶空港北 l
試料数 ；計］点
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3. 測定条件

送付tヽたたきました試籾に下配の処理を施した後、こ提示し．，たたし、た手順（⑦～⑪）

に［乃っとって測定を行し、ましだ•こ⑮忍‘1の染り返し回数は試科状態により増加させまし

た？

・試料を乳鉢で軽く粉砕し、デシケーター内て 3 日間赦展しましたこ

l 蹟試料検体をふるし、 (10011m 程度）こかi }る

92  100m］ピーカーにふるし、を通過した試料約 0, 5!"! を干確に秤居（小数点以下第 4 位

まで計測できる天秤使用）十るこ

旦精製水 30叫を加え． 100ml ヒーカーこと超音波洗浄に:30 秒か，i·る

④ 100ml ビーカー四こ磁石（：3000(; 程度）を（、！培させて、手振りにより攪拌した後上

澄み液を 200ml ピーカー：こ移す

宦 r．記逗ぺ心の操作を 3 回維り返し行なう

⑤'上澄み液を集めた 200m1 ピーカー底に磁石を付昔させて、手振リにより掲拌した

後、上澄み液を捨てる•，

で 200ml ビーカー底に残った黒錆を'J寸表の特製水で IOOm] ピーカーに再すC

容上茫③～⑦の操作を 5 回繰り返し行なう：

違．上澄み液を除し、た精製黒鋳にメタノール 5ml を加え、 100ml ビーカーの底に磁石

を付苛させて手振りにより攪拌した後、←L勺登み液を捨てる，この操作を 2 回繰り

返し行なうこ

⑲：哀空乾燥懐で 100m1 ：：：：＇ーカーごと減圧乾燥（室温， 30 分）＇ー、梧製黒鐙の乾燥醤
旦を正確に測り取る，

⑪直尿比を計算ずる 黒錆煎呈比＝栢製里錆重屈（g)／錯試和甫旦(.g)、 100 (%) 
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“ 
分折結果を表 l にまとめますこ／

試料名 池定結果（％） 報告値（聞
•.』

ど F 会議室内 F(.1.9 —•Ki -2-Ol -0 i横天井裏
n二 l 8.69 

• 
' 温水配管 (~0/1,) 内錆スケー．/~, ll=2 s. ~o 8.5 

採取日：平成 29 年 4 月 27 日
l, 一、一 ---1 

平均 S. 55 

表］ 黒鮪重品比測定結果
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